
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
５款 労働費
１項 労政費 雇用人材総室（内線:７６９１）

（ ）１目 労政総務費 単位：千円

財 源 内 訳 備
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 考

起 債 そ の 他 一般財源国 庫 支 出 金

鳥取県地域雇用 (127,731) (61,083) (66,648) (39,514) (88,217)
創造計画推進事 88,217 36,389 51,828 88,217
業

トータルコスト 95,478千円（前年度40,532千円）[正職員：0.9人]

主な業務内容 とっとり高度人財「燦然」プランの人材育成研修受講者への奨励金、人材確保コ
ーディネーターの配置 など

地域雇用創造推進事業による人材育成・雇用促進工程表の政策目標（指標）
（平成22年度計画）事業参加者：1,393人、雇用数：509人

説明 ※上段の（ ）は緊急雇用創出事業計上分を含む額

１ 事業の概要
鳥取県地域雇用創造協議会が国から委託を受けて実施する「とっとり高度人財『燦然』プラ

ン （地域雇用創造推進事業）の実効性を高める取組を促進する。」

２ 事業内容
区 分 事業費（千円) 概 要

とっとり高度 ○対 象 者：鳥取県地域雇用創造協議会が実施する人材育成
人財「燦然」 87,502 研修の受講者（支給予定人数：457人）
プランの人材 ○対 象 日：研修受講日
育成研修受講 ○受講者への奨励金：受講時間４時間以下 1,770円／日
者への奨励金 受講時間４時間超 3,530円／日
人材確保コー (39,514) ○配置人数 10名
ディネーター （緊急雇用創 ○業務内容
の配置 出事業で一括 ・研修修了者等を対象とした誘致企業等への無料職業紹介

予算計上） ・ハローワークと連携した求人開拓 等
協議会の運営 715

３ これまでの取組状況、改善点
（１）来年度事業継続のための条件

①就職者数が計画値（人材育成360人＋就職促進24人＝計384人）の５割以上⇒192人以上
②人材育成研修等の一つの事業で参加者数が計画値（定員）の８割以上

（２）達成状況等（平成21年12月末現在）
区 分 計画数の５割 実 績 対 応 状 況

（ ）就職支援スタッフを増員 6人→10人
就職者数 人材育成 180人 105人 するとともに、毎月の就職目標値を

定め、就職促進を強化中。
就職促進 12人 22人 達成済み。

計 192人 127人
参加者数 人材育成研修のうち「IT高度技術人材育成」で達成済み（定員計80人に対し66

※1月末現在で「ビジネススタッフ育成研修」も達成（定員計256人に対し226人受講）人受講）
（３）改善点

①就職支援スタッフを増員（6人→10人）
（ 「 」 「 」 ）②受講奨励金制度の拡充 支給対象日を 企業内実習実施日のみ から 研修全期間 へ拡充

＜参考：鳥取県地域雇用創造計画の概要＞
県 市町村等38団体で構成する鳥取県地域雇用創造協議会で策定した とっとり高度人財 燦、 「 『

然』プラン」により、約２千人を対象に技術系人材の育成や事務系人材を育成し、約１千人の
就職を目指すもので、国の委託事業で実施 （実施期間：平成20年12月～平成23年3月）。

○雇用拡大メニュー（事業主を対象とした事業の拡大等を図る事業）
○人材育成メニュー（求職活動中の方の能力開発や人材育成を図る事業）
・ビジネススタッフ育成研修 ・テクニカルサポート人材育成研修
・品質工学人材育成研修 ・FPD(ﾌﾗｯﾄ･ﾊﾟﾈﾙ･ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ)関連ｴﾝｼﾞﾆｱ育成研修
・アパレルオペレーター育成研修 ・機械設備メンテナンス技術者育成研修
・IT高度技術人材育成研修

○就職促進メニュー（求職活動中の方の就職促進を図る事業）


